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　　今回は、無形民俗文化財として県指定
を受けている伝統的な踊りを紹介します。
　　顕徳院殿能山祐賢大居士（御庄領主
勧修寺左馬頭基賢）の霊を慰めるため
始められたと伝えられ、毎年8月1日から
14日まで踊られる「久良の能山踊り」。
　　そして、南予の一部と土佐一円に踊ら
れる「花取り踊り」。旧暦7月11日安養寺
境内で踊られる「増田のはなとりおどり」
と、旧暦10月18日歓喜光寺境内等で踊
られる「正木の花とり踊り」があります。
　　いずれも、地域で大切に受け継がれて
きた伝統芸能です。

県指定無形民俗文化財「久良の能山踊り」
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